
☎

　利
根
川
、
手
賀
沼
周
辺
に
は
船
戸
や
根
戸

な
ど
「
戸
」
の
つ
く
地
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
「
津
」
と
同
じ
で
「
港
」
や
「
船
着

き
場
」「
渡
し
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

　「
柳
戸
」
も
そ
の
一
つ
。
む
か
し
は
〝
柳

渡
”
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
由
来
は
、
岸

辺
に
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
か
、
柳

の
よ
う
に
細
長
い
水
路
だ
っ
た
か
ら
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
の
船
着
き
場
近
く

に
は
９
世
紀
の
開
創
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
が

あ
り
、『
柳
戸
の
観
音
様
』
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
10
年
代
ま
で
は
毎
年

８
月
に
『
十
日
市
』
と
い
う
市
が
開
か
れ
、

三
里
四
方
の
村
々
か
ら
人
を
集
め
て
い
た
そ

う
で
す
。
か
つ
て
の
水
路
は
今
、「
観
音
谷
」

と
い
う
名
の
谷
津
田
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
記
事
・
写
真
）
杉
野

　光
明 

編
集
委
員
長

地
名
の
由
来

関場町でイチゴ直売をしている、木村さんご家族です。
写真左から寿さん、吉成さん（長男）、真実子さん（長男の妻）
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農
業
委
員
会
で
は
平
成
24
年
10
月
24
日
に
、

平
成
25
年
度
柏
市
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議

書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
及
び
回
答
の
抜
粋
は
次
の
と
お
り
で

す
。【
詳
細
は
柏
市
HP
掲
載
】

問
①
利
根
遊
水
池
や
手
賀
沼
周
辺
の
幹
線
道

　
　路
で
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
そ

　
　の
要
因
と
し
て
、
路
肩
除
草
が
不
十
分

　
　で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
全
を

　
　確
保
す
る
た
め
良
好
な
状
態
を
保
つ
よ

　
　う
維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、

　
　そ
の
周
辺
に
散
在
す
る
不
法
投
棄
物
の

　
　回
収
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
い
。

答
①
上
記
の
２
路
線
は
、
例
年
６
月
頃
と
10

　
　月
頃
の
年
２
回
に
分
け
て
道
路
路
肩
部

　
　の
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
　し
か
し
、
放
射
能
問
題
に
よ
り
、
除
草

　
　作
業
に
伴
い
発
生
す
る
草
木
の
処
分
が

　
　で
き
な
く
な
り
、
作
業
を
見
送
ら
ざ
る

　
　を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
大
な
る
ご
不

　
　便
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び

　
　申
し
上
げ
ま
す
。
路
肩
部
除
草
作
業
に

　
　つ
き
ま
し
て
は
、
草
木
の
処
分
先
で
あ

　
　る
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
調
整
を
図

　
　り
、
例
年
通
り
の
作
業
が
実
施
で
き
る

　
　よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
不
法
投
棄

　
　対
策
と
し
て
は
、
柏
市
不
法
投
棄
対
策

　
　条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
柏
市
不

　
　法
投
棄
対
策
協
議
会
が
土
地
改
良
区
等

　
　と
の
連
携
を
図
り
、
不
法
投
棄
物
の
回

　
　収
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
継
続

　
　し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①
認
定
農
業
者
や
農
業
生
産
法
人
な
ど
多

　
　様
な
担
い
手
に
、
補
助
金
や
農
業
技
術

　
　の
情
報
提
供
な
ど
、
具
体
的
な
支
援
を

　
　講
じ
ら
れ
た
い
。

答
①
認
定
農
業
者
に
対
す
る
農
業
技
術
、
補

　
　助
金
等
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
は
東

　
　葛
農
業
事
務
所
及
び
農
業
協
同
組
合
と

　
　連
携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

　
　域
と
密
着
し
た
農
業
委
員
会
と
も
一
体

　
　と
な
り
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
②
国
は
地
域
農
業
に
お
け
る
、
人
と
農
地

　
　の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
24
年

　
　度
予
算
か
ら
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作

　
　成
を
基
本
と
し
た
支
援
策
を
創
設
し
た

　
　が
、定
着
可
能
性
が
高
い
「
農
家
子
弟
」

　
　に
対
す
る
支
援
が
な
お
ざ
り
に
な
っ
て

　
　い
る
。
市
が
実
現
可
能
な
範
囲
で
支
援

　
　を
要
請
さ
れ
た
い
。

答
②
農
家
子
弟
で
意
欲
あ
る
担
い
手
に
つ
い

　
　て
は
、
今
後
認
定
農
業
者
の
認
定
を
目

　
　標
に
、
農
業
事
務
所
等
関
係
機
関
と
連

　
　携
を
図
り
、
輝
け
ち
ば
の
園
芸
産
地
整

　
　備
支
援
事
業
な
ど
の
補
助
事
業
も
活
用

　
　し
た
営
農
環
境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

　
　ま
い
り
ま
す
。

問
①
食
や
農
業
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、

　
　幼
少
期
か
ら
学
校
や 

家
庭
に
お
け
る

　
　食
育
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
今
後
も

　
　食
育
を
推
進
さ
れ
た
い
。

答
①
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
お
い
て

　
　は
、
地
元
産
の
米
や
野
菜
を
積
極
的
に

　
　利
用
し
、
子
ど
も
達
へ
の
食
教
育
を
深

　
　め
る
た
め
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
て

　
　お
り
ま
す
。
農
業
体
験
や
農
家
と
の
交

　
　流
に
つ
い
て
は
、学
習
の
一
環
と
し
て
、

　
　か
ぶ
畑
の
見
学
や
近
隣
農
地
を
お
借
り

　
　し
て
野
菜
等
を
栽
培
し
、
学
校
給
食
や

　
　学
校
行
事
で
活
用
す
る
等
、
各
学
校
で

　
　は
独
自
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　今
後
も
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
子
ど

　
　も
達
が
農
業
に
関
心
を
持
つ
よ
う
、
農

　
　業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
育
の

　
　推
進
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
②
農
業
者
の
所
得
向
上
の
た
め
、
柏
市
産

　
　主
要
農
産
物
の
販
路
拡
大
や
適
正
価
格

　
　決
定
の
た
め
の
販
売
支
援
等
を
行
わ
れ

　
　た
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
公
設
市
場

　
　の
活
用
等
を
推
進
さ
れ
た
い
。
ナ
シ
等

　
　の
特
産
品
の
奨
励
施
策
と
し
て
「
柏
ブ

　
　ラ
ン
ド
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
農
業
者

　
　と
商
工
業
者
の
連
携
し
た
農
産
物
フ
ェ

　
　ア
ー
開
催
等
の
施
策
を
展
開
さ
れ
た
い
。

　
　ま
た
、
市
民
へ
の
農
業
情
報
と
し
て
、

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
を
活
用
し

　
　柏
農
業
の
魅
力
を
発
信
さ
れ
た
い
。

答
②
公
設
市
場
と
し
て
は
、
市
場
内
青
果
卸

　
　業
者
と
連
携
を
図
り
取
扱
高
の
向
上
に

　
　努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
元
農
家
を
重

　
　要
視
し
、
利
益
と
地
産
地
消
の
拡
大
を

　
　図
り
、
新
鮮
青
果
物
を
仕
入
れ
る
よ
う

　
　努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
産
品
奨

　
　励
に
つ
い
て
、
ア
グ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　シ
ョ
ン
柏
実
行
委
員
会
と
連
携
を
し
、

　
　か
し
わ
の
農
産
物
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ

　
　ー
ン
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
情
報
発
信

　
　と
し
て
は
、
柏
地
産
地
消
ガ
イ
ド
マ
ッ

　
　プ
「
楽
し
い
農
産
物
直
売
所
」
を
は
じ

　
　め
、
市
内
の
農
業
者
や
地
元
の
農
産
物

　
　を
食
材
と
し
て
扱
う
飲
食
店
を
冊
子
で

平
成
25
年
度

柏
市
農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
及
び
回
答
（
抜
粋
）

１ 

農
業
生
産
基
盤
整
備
対
策

２ 

担
い
手
育
成
対
策

３ 

主
要
農
産
物
の

生
産
振
興
・
販
売
促
進
対
策
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　紹
介
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
③
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
戸
別
所

　
　得
補
償
制
度
を
筆
頭
に
、
農
業
政
策
や

　
　諸
税
制
等
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
す

　
　る
な
ど
、制
度
の
理
解
や
周
知
を
図
り
、

　
　有
効
的
活
用
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
を

　
　講
じ
ら
れ
た
い
。

答
③
平
成
24
年
度
か
ら
、
認
定
農
業
者
を
対

　
　象
に
補
助
金
や
制
度
資
金
の
情
報
提
供

　
　を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は
、
農

　
　業
事
務
所
と
連
携
し
、
研
修
会
を
行
う

　
　予
定
で
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
本
格
実

　
　施
さ
れ
た
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
柏

　
　市
農
業
再
生
協
議
会
（
柏
市
が
事
務

　
　局
）
が
交
付
金
の
支
払
に
必
要
な
事
務

　
　を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
関
係

　
　機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
制
度
の
円

　
　滑
な
実
施
に
向
け
て
、
情
報
提
供
に
努

　
　め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
、
担
い
手
農
家

　
　や
農
業
関
係
団
体
等
と
協
力
し
、
柏
市

　
　農
業
再
生
協
議
会
主
導
の
も
と
、
各
地

　
　区
の
農
業
委
員
と
連
携
し
て
一
層
努
め

　
　ら
れ
た
い
。

答
①
市
で
は
平
成
21
年
度
よ
り
耕
作
放
棄
地

　
　対
策
の
地
域
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

　
　す
。
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急

　
　対
策
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
ラ

　
　イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
担
い
手
農
家
が
実

　
　施
す
る
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動
を
支
援

　
　し
て
お
り
ま
す
。

問
②
耕
作
を
し
た
い
が
日
当
た
り
が
悪
い
、

　
　傾
斜
が
き
つ
い
と
い
っ
た
採
算
性
が
合

　
　わ
ず
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
一
団
の
農

　
　地
に
つ
い
て
、
有
効
活
用
す
る
施
策
を

　
　講
じ
ら
れ
た
い
。

答
②
採
算
性
の
低
い
不
作
地
に
つ
い
て
は
、

　
　産
学
連
携
に
よ
る
研
究
圃
場
と
し
て
の

　
　活
用
や
、
市
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て

　
　の
体
験
農
園
等
の
活
用
方
法
を
検
討
い

　
　た
し
ま
す
。
ま
た
、
手
賀
沼
周
辺
や
あ

　
　け
ぼ
の
山
周
辺
の
不
作
地
に
つ
い
て
は
、

　
　観
光
利
用
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①
放
射
性
物
質
の
飛
散
に
よ
っ
て
農
業
者

　
　の
収
入
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
　農
作
物
の
出
荷
制
限
指
示
を
受
け
た
等

　
　の
直
接
的
な
損
害
だ
け
で
な
く
、
全
て

　
　の
農
作
物
を
対
象
と
し
た
補
償
の
拡
充

　
　を
、
東
京
電
力
株
式
会
社
及
び
国
へ
要

　
　望
さ
れ
た
い
。

答
①
柏
市
お
よ
び
柏
市
民
・
事
業
者
が
放
射

　
　能
対
策
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
関

　
　係
原
子
力
事
業
者
で
あ
る
東
京
電
力
株

　
　式
会
社
が
賠
償
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

　
　実
施
者
に
対
す
る
直
接
的
な
賠
償
体
制

　
　の
早
期
確
立
な
ど
を
求
め
た
要
望
書
を

　
　平
成
24
年
10
月
17
日
に
東
京
電
力
株
式

　
　会
社
へ
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
要
望
書

　
　で
は
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
に
伴
い
、

　
　市
場
価
格
の
下
落
や
販
売
量
の
低
下
に

　
　よ
り
経
営
不
振
に
苦
し
む
各
種
事
業
者

　
　等
に
つ
い
て
、
減
収
分
に
対
す
る
補
償

　
　を
行
な
う
仕
組
み
に
つ
い
て
要
望
し
て

　
　い
ま
す
。

問
②
市
に
お
い
て
農
産
物
に
対
す
る
放
射
能

　
　検
査
を
継
続
的
に
実
施
し
、
農
産
物
だ

　
　け
で
な
く
生
産
基
盤
と
な
る
土
壌
に
つ

　
　い
て
も
、
万
全
を
期
す
た
め
に
検
査
を

　
　行
わ
れ
た
い
。

答
②
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
検
査
の
結
果
か

　
　ら
、
農
産
物
の
品
目
に
よ
っ
て
物
質
の

　
　吸
収
に
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

　
　ま
す
。
従
っ
て
、
土
壌
に
含
ま
れ
る
放

　
　射
性
物
質
の
量
と
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ

　
　る
農
産
物
の
放
射
性
物
質
の
吸
収
量
と

　
　の
間
に
相
関
性
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の

　
　で
、
土
壌
検
査
は
か
な
ら
ず
し
も
有
効

　
　な
手
段
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
農

　
　産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
に
関
し
て
は
、

　
　平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
民
間
委
託
に

　
　よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
検
査
の

　
　結
果
に
関
し
て
は
、
市
の
広
報
紙
や
ホ

　
　ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に

　
　公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①
女
性
農
業
者
の
組
織
強
化
と
事
業
参
加

　
　の
推
進
を
、
柏
市
一
体
の
規
模
で
図
ら

　
　れ
た
い
。

答
①
農
業
女
性
の
組
織
と
し
て

｢

柏
市
農
業

　
　女
性
連
合
会｣

と
「
沼
南
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　ア
グ
リ
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
23

　
　年
度
よ
り「
沼
南
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
グ
リ
」

　
　は
構
成
員
の
減
少
等
に
よ
り
、
活
動
を

　
　休
止
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
地
元
農

　
　協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
業
女

　
　性
組
織
の
一
体
化
を
目
指
し
調
整
を
行

　
　う
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携
の
取
り
組

　
　み
に
伴
う
女
性
農
業
者
の
事
業
参
加
の

　
　機
会
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
②
様
々
な
「
つ
な
が
り
」
を
活
用
す
る
た

　
　め
、手
賀
沼
周
辺
地
域
協
議
会
に
続
き
、

　
　他
の
地
域
に
つ
い
て
も
地
域
協
議
会
を

　
　順
次
立
ち
上
げ
、
地
域
農
業
者
の
意
見

　
　を
取
り
入
れ
て
、
地
域
の
需
要
に
合
わ

　
　せ
た
組
織
構
築
を
推
進
さ
れ
た
い
。
同

　
　時
に
計
画
の
周
知
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

答
②
平
成
25
年
度
の
北
部
協
議
会
設
立
に
向

　
　け
て
、
本
年
１
月
に
富
勢
営
農
組
合
に

　
　お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
い
た
し
ま

　
　し
た
。
今
後
、
他
の
地
域
に
つ
い
て
も

　
　地
域
協
議
会
の
設
立
検
討
を
進
め
て
ま

　
　い
り
ま
す
。
平
成
21
年
に
策
定
さ
れ
た

　
　都
市
農
業
活
性
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
　平
成
26
年
に
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま

　
　す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

　
　市
民
に
参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
内

　
　容
に
つ
い
て
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　で
周
知
い
た
し
ま
す
。

４ 

遊
休
農
地
対
策

５ 
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

６ 
そ
の
他
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補
助
事
業
の
紹
介

　「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」
は
、
園
芸
農
業

の
生
産
力
を
強
化
拡
大
し
、
全
国
に
誇
れ
る

魅
力
あ
る

｢

ち
ば
の
園
芸｣

農
産
物
を
届
け

る
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
産
地
育
成
に

必
要
な
生
産
用
施
設
・
省
力
機
械
等
の
整
備

に
対
し
て
助
成
す
る
補
助
事
業
で
す
。
事
業

の
目
的
に
応
じ
て
、「
生
産
力
強
化
支
援
型
」

と
、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
型
」
の
２
つ

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　生
産
力
強
化
支
援
型
は
、
新
し
く
購
入
す

る
省
力
化
機
械
や
、
ハ
ウ
ス
な
ど
が
補
助
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
率
は
、
事
業
費

に
対
し
１
／
４
以
内
で
す
が
、
３
戸
以
上
の

農
家
で
構
成
さ
れ
る
生
産
組
織
で
あ
れ
ば

１
／
３
以
内
ま
で
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
事
業
主
体
の
要
件
と
し
て
、
Ｊ

Ａ
、
生
産
組
織
、
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農

者
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
型
は
、
ガ
ラ
ス
温

室
や
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
補

助
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
率
は
事
業

費
に
対
し
１
／
４
以
内
で
す
。
事
業
主
体
の

　「
ち
ば
の
６
次
産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
」
は
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
再
生
産
が

可
能
な
生
産
活
動
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
農
業
者
が
地
域
農
林
畜
産
物
の

生
産
・
加
工
及
び
販
売
等
を
一
体
的
に
行
う
、

経
営
の
多
角
化
等
に
よ
る
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
取
組
み
に
対
し

て
支
援
を
す
る
為
の
、県
単
補
助
事
業
で
す
。

　そ
の
中
の
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
「
６
次
産

業
創
出
支
援
事
業
」
は
、
新
品
種
・
新
品

目
・
新
作
型
の
導
入
を
検
討
す
る
た
め
に
設

置
す
る
展
示
圃
設
置
や
加
工
商
品
の
試
作
等

の
新
商
品
生
産
開
発
対
策
に
必
要
な
経
費
や

新
た
な
新
商
品
出
荷
様
態
へ
の
対
応
、
商
品

包
装
づ
く
り
、
チ
ラ
シ
作
成
等
に
要
す
る
経

費
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。
事
業
主
体
の
要

件
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
加
工
組
織
、
認
定

農
業
者
等
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
補
助
率
は

１
／
２
で
す
。

　ハ
ー
ド
事
業
の
「
６
次
産
業
整
備
促
進
事

業
」
は
、
農
業
生
産
の
み
な
ら
ず
、
加
工
・

流
通
・
販
売
等
に
つ
い
て
の
新
た
な
取
組

を
行
う
場
合
に
必
要
と
な
る
加
工
機
械
・
施

設
等
の
整
備
及
び
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
農
産

物
の
生
産
に
必
要
と
な
る
機
械
・
施
設
等
の

整
備
等
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
事
業
で

す
。
た
だ
し
、
加
工
用
施
設
の
新
設
に
つ
い

て
は
補
助
対
象
外
経
費
と
み
な
し
ま
す
。
事

業
主
体
の
要
件
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
加
工

組
織
、認
定
農
業
者
等
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

補
助
率
は
１
／
３
で
す
。

　こ
ち
ら
の
補
助
事
業
の
要
望
調
査
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
８
月
頃
に
、
市
内
認
定
農

業
者
の
方
を
対
象
に
行
う
予
定
で
す
。

　耕
作
放
棄
地
は
、雑
草
や
病
害
虫
の
発
生
、

有
害
鳥
獣
の
す
み
か
に
な
る
な
ど
様
々
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
や
県
で

は
耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る
場
合
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
そ
の
取
組
に
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
再
生
作
業
（
草
刈
り
、
伐

根
、
土
作
り
等
）
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
あ
た

り
７
５
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、 

暗
渠
な
ど
整
備
に
対
し
、
か
か
っ
た
経
費
の

１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。

　な
お
、
助
成
金
を
受
け
る
場
合
は
、
再
生

作
業
前
に
所
要
の
手
続
き
と
現
地
調
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
柏
市
農
政
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

要
件
と
し
て
、
生
産
組
織
、
認
定
農
業
者
、

認
定
就
農
者
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
補
助
事
業
の
要
望
調
査
に
つ
い
て
は

平
成
25
年
の
８
月
頃
に
、
市
内
の
認
定
農
業

者
の
方
を
対
象
に
行
う
予
定
で
す
。

生産力強化支援型の補助事業を利用して購入したハウス（左）と長ねぎの選別機（右）

「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」

「
６
次
産
業
化
」

「
耕
作
放
棄
地
対
策
」
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放
射
性
物
質
検
査
の
結
果

　市
内
産
農
産
物
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響

を
確
認
す
る
た
め
に
、
平
成
23
年
７
月
末
か

ら
検
査
体
制
を
整
え
、
柏
市
独
自
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
は
、
１
１
１
品
目
、
４
９
９

検
体
を
、
平
成
24
年
度
は
１
月
末
ま
で
に

９
８
品
目
、
４
８
５
検
体
の
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
野
菜
に
関
し
て
は
す
べ
て
定
量

下
限
値
（
※
）
以
下
で
し
た
。

　ま
た
、
平
成
23
年
度
の
検
査
で
５
品
目
16

検
体
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
果
樹

は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
県
の
検
査
結

果
で
、
栗
、
柿
、
ゆ
ず
な
ど
か
ら
検
出
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
の
数
値
は
基
準
値
（
１
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
基
準
値
を
超
え
る
数
値
が
検
出
さ

れ
た
タ
ケ
ノ
コ
や
水
産
物
の
ギ
ン
ブ
ナ
に
関

し
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
か
ら
出

荷
制
限
の
指
示
が
、
ま
た
モ
ツ
ゴ
、
コ
イ
、

ウ
ナ
ギ
は
出
荷
自
粛
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
御
注
意
下
さ
い
。

　今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
消
費

者
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
に
、
継
続
し

て
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
定
量
下
限
値
と
は

　「
定
量
」
と
は
、
科
学
物
質
の
量
的
関
係

を
求
め
る
（
質
量
の
測
定
を
行
う
）
こ
と
を

言
い
ま
す
が
、「
定
量
下
限
値
」
と
は
、
あ

る
分
析
方
法
を
用
い
て
化
学
物
質
を
測
定
す

る
時
、
そ
の
方
法
で
目
的
物
質
の
量
を
証
明

で
き
る
最
小
値
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
放
射

性
物
質
を
測
定
す
る
場
合
、
試
料
の
量
や
密

度
、
測
定
容
器
の
形
状
や
測
定
時
間
な
ど
の

条
件
に
よ
っ
て
検
査
毎
に
定
量
下
限
値
は
変

化
し
ま
す
。

耕作放棄地対策、再生作業の様子

保険料はいくらですか？どのような年金を受け取れますか？保険料はいくらですか？どのような年金を受け取れますか？

保険料の額は自由に決められる！年金は生涯受給できる！保険料の額は自由に決められる！年金は生涯受給できる！
　保険料は、加入者自らが月額２万円～６万７千円の間で自由に決
められ、農業経営の状況や老後設計に応じていつでも見直すこと
ができます。
　年金の種類には、①自分が支払った保険料とその運用収入を基
礎とする農業者老齢年金と②保険料の国庫補助額とその運用収入
を基礎とする特例付加年金があり、原則６５歳から生涯支給されま
す。仮に８０歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月から８０歳ま
でに受け取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相当す
る額が、死亡一時金として遺族に支給されます。農業者年金は若い
時ならお一人の加入で、ある年齢からは夫婦二人の加入で、老後生
活の安定に役立つ年金額が見込まれます。

　保険料は、加入者自らが月額２万円～６万７千円の間で自由に決
められ、農業経営の状況や老後設計に応じていつでも見直すこと
ができます。
　年金の種類には、①自分が支払った保険料とその運用収入を基
礎とする農業者老齢年金と②保険料の国庫補助額とその運用収入
を基礎とする特例付加年金があり、原則６５歳から生涯支給されま
す。仮に８０歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月から８０歳ま
でに受け取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相当す
る額が、死亡一時金として遺族に支給されます。農業者年金は若い
時ならお一人の加入で、ある年齢からは夫婦二人の加入で、老後生
活の安定に役立つ年金額が見込まれます。

農
業
者
年
金
で
老
後
は
安
心

『
80
歳
ま
で
の
保
証
付
』
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１【田（水稲）の部】

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

旧柏市地域
基盤整備地域 20,900円 26,000円 13,000円 26

未整備地域 ― ― ― ―

旧沼南町地域
基盤整備地域 17,700円 26,000円 6,300円 51

未整備地域 ― ― ― 4

（参考）柏市平均 18,800円 81

２【畑（普通畑）の部】

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

旧柏市地域
基盤整備地域 ― ― ― 2

未整備地域 18,300円 24,400円 14,300円 17

旧沼南町地域
基盤整備地域 19,500円 20,000円 16,400円 10

未整備地域 17,600円 21,000円 10,000円 29

（参考）柏市平均 17,900円 58

＊１データ数は、集計に用いた筆数である。

＊２賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり 13,000 円に換算している。

＊３金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としている。

＊４「（参考）柏市平均」の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値である。

＊５必要データ数を５件以上としているため、数値が出ていない地域がある。

表：Ｈ２４年度柏市遊休農地調査結果（面積単位：アール）　　表内（）は農用地区域内面積

平成２４年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（１０ａ当たり）は、

以下のとおりとなっております。

　平
成
24
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
遊
休

農
地
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年

度
よ
り
調
査
範
囲
を
調
整
区
域
全
域
と
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
遊
休
農
地
の
面
積
が
約

18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
よ

り
広
く
よ
り
詳
細
に
調
査
致
し
ま
し
た
の

で
、こ
の
結
果
を
基
に
所
有
者
の
方
に
口
頭
・

文
書
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
農

地
法
上
、
農
地
の
所
有
者
に
は
、
適
正
に
管

理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
遊
休
化
し

て
い
ま
す
と
、
周
囲
の
農
地
所
有
者
に
迷
惑

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　農
地
は
国
民
に
食
料
を
供
給
す
る
た
め
の

基
礎
的
な
生
産
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
農

業
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
経
営
基
盤
で

す
。
自
ら
耕
作
す
る
か
、
誰
か
に
貸
し
付
け

る
等
、
農
地
の
有
効
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
会
又
は
農
政
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

賃
借
料
情
報
の
提
供

遊
休
農
地
調
査
結
果

『
ス
ト
ッ
プ
‼

遊
休
農
地
』
地区

田 畑 計

筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積

柏 174(25) 793(209) 31(0) 92(0) 205(25) 885(209)

田中 24(0) 189(0) 40(5) 332(69) 64(5) 521(69)

土 9(3) 97(55) 13(0) 132(0) 22(3) 229(55)

富勢 25(9) 219(67) 37(28) 595(506) 62(37) 814(573)

風早 117(74) 978(611) 49(6) 557(49) 166(80) 1,535(660)

手賀 428(166) 2,478(1,375) 287(4) 1,651(33) 715(170) 4,129(1,408)

計 777(277) 4,754(2,317) 457(43) 3,359(657) 1,234(320) 8,113(2,974)
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　今
回
は
、
み
そ
作
り
を
頑
張
っ
て
い
る

女
性
農
業
者
、
大
室
の
岡
田
陽
子
さ
ん

(

中
央
写
真･

左
側)

と
船
戸
の
染
谷
敏

子
さ
ん(

中
央
写
真･

右
側)

を
ご
紹
介

を
し
ま
す
。

　地
元
柏
産
大
豆･

柏
産
こ
し
ひ
か
り
を

使
っ
て
安
心･

安
全･

無
添
加
な
み
そ
作

り
を
し
た
い
と
思
い
、
九
年
前
か
ら
二
人

で
加
工
所
を
作
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
以
前
は
、
み
そ
加
工
所
か
ら
み
そ

の
在
庫
が
無
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た

が
、
風
評
被
害
に
よ
り
み
そ
の
売
上
は
一

（
記
事
・
写
真
）
農
業
委
員
会
事
務
局

時
落
ち
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
今

で
は
放
射
能
検
査
も
行
い
安
全
だ
と
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
美
味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る

消
費
者
の
た
め
に
、
二
人
で
み
そ
作
り
を

続
け
て
行
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　み
そ
は
農
産
物
直
売
所
「
か
し
わ
で
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
っ
た
方
は

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

　農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
10
月
30
日

(

火)･

31
日(
水)
に
群
馬
県
甘
楽
町
農
業

委
員
会
及
び(

株)
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
に
お

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◎
甘
楽
町
農
業
委
員
会
で
、
耕
作
放
棄
地
対

策
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　甘
楽
町
の
手
法
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１

　農
地
の
流
動
化
を
目
的
に
ア
パ
ー
ト
や

　宅
地
な
ど
不
動
産
業
界
で
一
般
的
な
手
法

　で
あ
る
立
看
板
を
導
入
し
ま
し
た
。
所
有

　者
の
意
図
が
明
確
で
な
い
場
合
、
農
家
同

　士
で
賃
借
や
売
買
の
話
を
切
り
出
し
に
く

　い
こ
と
な
ど
の
背
景
が
あ
り
ま
す
。
看
板

　で
直
接
確
認
が
で
き
る
た
め
、
借
り
受
け

　可
能
な
農
地
を
台
帳
な
ど
で
、
現
地
を
確

　認
す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

２

　貸
し
出
し
を
希
望
す
る
農
家
の
申
込
み

　に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
を
窓
口
に
管

　理
台
帳
と
農
地
貸
出
票(

管
理
番
号･

面

　積
・
賃
貸
料
・
所
在
地)

を
作
成
し
、
問

　い
合
わ
せ
先
は
農
業
委
員
会
の
電
話
番
号

　を
記
入
し
、個
人
情
報
は
伏
せ
て
い
ま
す
。

３

　問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
場
合
は
農
業
委

　員
会
が
貸
し
手
側
に
伝
え
、
了
解
を
受
け

　た
上
で
借
り
手
側
に
連
絡
を
し
ま
す
。
そ

　の
後
交
渉
は
貸
し
手
と
借
り
手
が
直
接
行

　い
ま
す
。
な
お
、
借
り
手
は
農
業
者
で
あ

　る
こ
と
が
前
提
で
す
。

４

　耕
作
中
の
農
地
で
も
高
齢
化
に
よ
り
管

　理
が
難
し
く
な
る
農
地
も
貸
し
出
し
対
象

　に
し
て
い
ま
す
。

◎
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
『
道
の
駅
』
を
見
学

 

　

(

株)

田
園
プ
ラ
ザ
川
場
は
第
三
セ
ク

タ
ー(

川
場
村
・
他
９
団
体
出
資
法
人)

に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　川
場
村
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
世

田
谷
区
と
の
交
流
活
動
の
場
と
し
て
、
農
業

を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
お
こ
し
、
田
園
や

自
然
環
境
に
相
応
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
の
交
通
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、

『
道
の
駅
』
に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客

が
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
就
業
機

会
の
拡
充
や
新
た
な
特
産
品
の
開
発
と
事
業

展
開
及
び
施
設
の
充
実
に
よ
り
関
東
・
甲
信

越
地
方
の
訪
れ
た
い
『
道
の
駅
』
第
１
位
に

選
ば
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
送
さ
れ
る
な
ど
全

国
的
に
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

※
以
上
が
視
察
内
容
で
し
た
。
甘
楽
町
農
業

委
員
会
で
は
、
事
務
局
長
１
人
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
務
の
効
率
化
を
考
え
、

遊
休
農
地
及
び
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け

た
対
策
と
し
て
、
貸
出
し
可
能
な
農
地
に
貸

出
看
板
を
立
て
、
遊
休
農
地
等
・
耕
作
希
望

者
の
募
集
を
新
聞
・
広
報
等
に
よ
り
広
く
農

家
へ
啓
発
す
る
な
ど
、
こ
こ
ま
で
立
ち
上
げ

る
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。

甘楽町役場会議室
での研修

旨いおみそ・黒大豆みそ

農
業
委
員
先
進
地
視
察

女
性
コ
ー
ナ
ー
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表
紙
の
農
業
者
紹
介

木
村　

寿 

さ
ん

　今
回
は
、
柏
市
名
戸
ヶ
谷
の
木
村
さ
ん

を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　木
村
さ
ん
の
ご
家
族
は
８
人
で
、
米
180

ア
ー
ル
・
イ
チ
ゴ
50
ア
ー
ル･
葉
生
姜
10

ア
ー
ル
ほ
か
多
品
目
の
野
菜･
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
等
を
、
主
に
４
人
で
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　祖
母
の
時
代
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始

め
、
長
い
間
、
市
場
に
出
荷
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
時
代
の
流
れ
や
自
ら
消
費
者

に
提
供
で
き
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
４
年

前
か
ら
直
売
所
を
始
め
ま
し
た
。

　今
は
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
、
寿
さ
ん

と
妻
の
雅
子
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
イ

チ
ゴ
栽
培(

１
月
～
５
月
初
旬)

・
イ
チ

ゴ
狩
り(

２
月
頃
～)

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

摘
み
取
り(

６
月
～
７
月)

を
始
め
米
・

野
菜(

ほ
う
れ
ん
草･

大
根
・
か
ぶ
・
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
）
を
直
売
し
て
い
ま
す
。
祖
母

の
さ
く
子
さ
ん
も
野
菜
づ
く
り
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

　ま
た
、
長
男
の
吉
成
さ
ん
と
妻
の
真
実

子
さ
ん
も
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
イ
チ
ゴ

や
新
鮮
な
野
菜
を
直
売
し
て
い
ま
す
。
大

き
く
甘
い
イ
チ
ゴ
が
評
判
を
呼
び
、
固
定

客
も
増
え
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
若
い
発
想
で
、
い
ろ
い
ろ

な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。
イ
チ
ゴ
栽
培
等
の
魅
力
を
地

元
の
若
い
人
達
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
生

産
者
仲
間
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
記
事
・
写
真
）
金
子
幸
一

　編
集
委
員

農
業
委
員
会
総
会
等
日
程

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
お
す
す
め

―
最
新
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
―

農
地
の
貸
借
は
、
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
団
体
に
ご
相
談
下
さ
い

　柏
市
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
、
農
業

委
員
会
総
会
は
公
開
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、希
望
者
に
お
い
て
は
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
議
事
録
に
関
し
て
も
同
様
に
、
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　柏
市
で
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
窓
口
農
政
課
）
を
設
置
し
、
農
地
の
貸
し

借
り
等
の
契
約
に
つ
い
て
、
貸
し
手
と
借
り

手
の
間
に
入
り
、
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。
空
い
て
い
る
農
地
を
貸
し
た
い･

売
り

た
い
、
ま
た
は
借
り
た
い･

買
い
た
い
な
ど

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
を
基
に
、
新
た

に
農
業
を
始
め
る
新
規
就
農
者
や
、
経
営
規

模
を
拡
大
す
る
意
向
の
あ
る
農
業
者
の
方
へ

の
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
方
、
借
り
た
い
方
は
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

　
　農
政
課

☎
（
七
一
六
七

　一
一
一
一
内
線
四
四
八
）

　農
家
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 ■

赤
字
の
日
が
面
接
日
と
な
り
ま
す

発
行
日

　毎
週
金
曜
日

購
読
料

　一
ヶ
月
六
百
円

お
申
込

　
　農
業
委
員
会
事
務
局

☎
（
七
一
六
七

　一
一
一
一
内
線
六
〇
〇
）

※
農
業
者
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

杉

　野

　光

　明

谷
田
貝

　和

　代

飯

　塚

　恒

　男

倉

　持

　和

　夫

金

　子

　幸

　一

坂

　巻

　洋

　行

編
集
委
員
会
委
員
長

編
集
委
員
会
副
委
員
長

編

　集

　委

　員

　

 

調査会日程 総会日程

４月１７日・１８日（水・木） ４月２４日（水）

５月１６日・１７日（木・金） ５月２４日（金）

６月１７日・１８日（月・火） ６月２４日（月）

７月１８日・１９日（木・金） ７月２５日（木）

８月１９日・２０日（月・火） ８月２６日（月）

９月１７日・１８日（火・水） ９月２５日（水）

――


